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・イスタンブールのお盆の特徴

コップの中の液体がこぼれない

イスタンブールのお盆について



油

水

右図のような装置を使い２種類
の液体を用いて振り子運動させた

・油の表面は揺れない（お盆
の面と常に平行）
・油と水の境界面は大きく揺
れる。

研究の背景

結果



先行研究より

２種類の液体の粘性の差が大きい
ほど境界面の揺れが大きくなる

実験の方法
油と水・みりんを用いて振り子
運動させる

結果

油

水・みりん



２種類の液体を用いた実験から

油と水で支点との距離が異なることから

コップから振り子の支点との距離と液面
の揺れ方の関係を調べる。

油
水

支点

研究の方針



〈実験１〉
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油200ml
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実験装置の揺らし方
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一段目
(30㎝)

二段目
(55㎝)

三段目
(80㎝)

一、三段目の水面

→揺れた

二段目の水面

→揺れなかった

実験１ 結果

実験1

水



一段目
(30㎝)

二段目
(55㎝)

三段目
(80㎝)

実験2

支点からの距離が
近くなるほど

水平に近づき

揺れが小さい

実験２ 結果

油水



一段目
(30㎝)

二段目
(55㎝)

三段目
(80㎝)

実験１,２ 考察

重心に近い

支点から遠い

支点に近い

揺れ無し

地面と平行

傾き大

水
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水面の揺れについて

・コップと重心の
距離が関係する

仮説
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0個 1個 2個 3個

実験3
おもりを増やすほど

→水面の揺れ小
重心に近いほど

実験３ 結果

水



一段目
(30㎝)

二段目
(55㎝)

三段目
(80㎝)

傾斜方向と
逆向きの慣性力

まとめ

重力

見かけの重力
の方向

遠心力
水



まとめ

傾斜方向と
逆向きの慣性力

何らかの影響を
与えているのではないか？？

水 油



今後の展望

定常波の可能性有
腹

節
傾斜方向と逆向きの

慣性力の原因

波についての調査が
解明につながる

水 油
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